
燃
　
料
　
電
　
池

一般ユーザーへの販売に向けて大幅なコストダ
ウンを進める（ホンダ「ＦＣＸクラリティ」）

　
東
日
本
大
震
災
後
、
原
子
力
発
電
に
よ
る
電
力
供
給
が

不
安
定
に
な
っ
た
影
響
で
一
般
家
庭
に
お
い
て
節
電
意
識

が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
期
待
さ
れ
る
の
が
分
散
型
電

力
の
雄
、
家
庭
用
燃
料
電
池
「
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
」
の
活
用

だ
。
液
化
石
油
ガ
ス

Ｌ
Ｐ
Ｇ

や
都
市
ガ
ス
か
ら
取
り

だ
し
た
水
素
と
酸
素
の
化
学
反
応
で
発
電
さ
せ
、
電
気
と

お
湯
を
作
り
出
す
。
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
と
化
石
燃
料

資
源
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
の
究
極
形
と
も
い
え
る
エ
ネ
フ

ァ
ー
ム
。
家
庭
に
設
置
す
る
自
家
発
電
機
と
し
て
大
き
く

注
目
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
燃
料
電
池
自
動
車

Ｆ
Ｃ

Ｖ

に
つ
い
て
は
、
普
及
期
が
見
え
始
め
て
い
る
。

燃
料
電
池
車
　
　

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
　

年
か
ら
市
場
投
入
Ｅ
Ｖ
並
み
コ
ス
ト
目
指
す

価
格
を
下
げ
た
こ
と
で
、
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
の
販
売

台
数
が
急
激
に
伸
び
て
い
る

東
京
ガ
ス
提
供

増産体制を組み安定供給に臨む
（ＪＸ日鉱日石エネルギー提供）

クリーンエネ普及へ着々

部
品
減
ら
し
小
型
化
低
価
格
・
高
機
能
へ
改
善
進
む

スマートタウンで活用地震に強い中圧導管使用未来のインフラ

電力不足補完の切り札

（ ） 　　 （第２部） ２０１１年 平成２３年 ７月２９日 金曜日 　　

　
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
普
及
期
が
近
づ

い
て
き
た
。

年
１
月
に
ト

ヨ
タ
自
動
車
や
日
産
自
動

車
、
ホ
ン
ダ
の
自
動
車
メ
ー

カ
ー
３
社
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
者

社
が
共
同
声
明
を

発
表
し
、

年
か
ら
Ｆ
Ｃ
Ｖ

を
市
場
に
本
格
導
入
す
る
方

針
を
打
ち
出
し
た
。
自
動
車

メ
ー
カ
ー
は
一
般
ユ
ー
ザ
ー

へ
の
販
売
に
向
け
て
大
幅
な

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
推
進
。
水

素
供
給
事
業
者
は
東
京
、
愛

知
、
大
阪
、
福
岡
の
４
大
都

市
圏
を
中
心
に
１
０
０
カ
所

程
度
の
水
素
供
給
イ
ン
フ
ラ

を
先
行
し
て
整
備
す
る
。
当

初
は
年
間
で
数
千
台
規
模
の

販
売
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
コ
ス
ト
は
か
つ

て
１
台
当
た
り
１
億
円
と
言

わ
れ
て
い
た
が
、
ト
ヨ
タ
は

「
日
本
で
の
車
両
価
格
は
現

時
点
で
１
０
０
０
万
円
を
切

る
レ
ベ
ル
に
め
ど
が
つ
い
て

い
る
」

同
社

と
し
、

年
ま
で
に
コ
ス
ト
を
大
幅
低

減
し
た
セ
ダ
ン
タ
イ
プ
の
新

型
Ｆ
Ｃ
Ｖ
を
投
入
す
る
計

画
。
さ
ら
に
本
格
普
及
に
向

け
て
、
価
格
水
準
を
半
減
さ

せ
る
方
針
だ
。

　

年
か
ら
Ｆ
Ｃ
Ｖ
専
用
モ

デ
ル
の
「
Ｆ
Ｃ
Ｘ
ク
ラ
リ
テ

ィ
」
を
日
米
で
リ
ー
ス
販
売

し
て
い
る
ホ
ン
ダ
。

年
の

量
産
に
向
け
て
ト
ヨ
タ
と
同

等
の
コ
ス
ト
目
標
を
掲
げ
、

将
来
は
「
現
在
の
電
気
自
動

車

Ｅ
Ｖ

並
み
の
コ
ス
ト

を
目
指
し
て
い
る
」

関
係

者

。
２
０
０
万
円
台
か
ら

３
０
０
万
円
台
を
視
野
に
入

れ
て
い
る
模
様
だ
。
日
産
自

動
車
は
コ
ス
ト
低
減
を
狙
い

に
独
ダ
イ
ム
ラ
ー
と
Ｆ
Ｃ
Ｖ

技
術
開
発
で
連
携
す
る
可
能

性
が
あ
る
。

　
自
動
車
各
社
は
今
後
、
白

金
使
用
量
の
削
減
や
シ
ス
テ

ム
小
型
化
、
ガ
ソ
リ
ン
車
な

ど
と
の
部
品
共
通
化
な
ど
で

Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
原
価
低
減
を
図
る

が
、
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
量

産
効
果
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
が

最
大
の
障
壁
と
な
っ
て
い
た

だ
け
に
、
よ
う
や
く
自
動
車

メ
ー
カ
ー
の
量
産
計
画
が
動

き
だ
す
形
だ
。

　
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
は
イ
ン
フ

ラ
設
備
と
し
て
当
初
か
ら
組

み
込
ま
れ
た
未
来
の
街
づ
く

り
に
も
活
用
さ
れ
る
。
そ
れ

を
体
現
す
る
の
が
パ
ナ
ソ
ニ

ッ
ク
や
東
京
ガ
ス
、
三
井
不

動
産
な
ど
環
境
分
野
に
先
進

的
に
取
り
組
む
９
社
と
神
奈

川
県
藤
沢
市
が

年
５
月
に

発
表
し
た
「
Ｆ
ｕ
ｊ
ｉ
ｓ
ａ

ｗ
ａ
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
ス

マ
ー
ト
タ
ウ
ン
」
構
想
だ
。

　
同
構
想
は
世

界
初
、
太
陽
光

パ
ネ
ル
や
エ
ネ

フ
ァ
ー
ム
を
当

初
か
ら
全
戸
導

入
し

年
度
に

街
び
ら
き
す

る
。
パ
ナ
ソ
ニ

ッ
ク
の
工
場
跡

地

敷
地
面
積

を
利
用

す
る
。

年
に

は
１
０
０
０
世

帯

約
３
０
０

０
人

が
住
む

計
画
だ
。
街
全

体
で
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ

２

排
出
に
つ
い
て

年
比

％
削
減
を
実
現
す
る
。
都

市
ガ
ス
の
導
管
は
阪
神
・
淡

路
大
震
災
ク
ラ
ス
の
大
地
震

が
発
生
し
て
も
ガ
ス
供
給
が

継
続
で
き
る
耐
震
性
に
優
れ

た
中
圧
導
管
が
引
か
れ
て
い

る
た
め
、
防
災
上
の
観
点
か

ら
み
て
も
優
れ
て
い
る
。

　
同
構
想
に
携
わ
る
東
京
ガ

ス
の
安
藤
徹
法
人
営
業
企
画

部
法
人
営
業
技
術
企
画
グ
ル

ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
「
ベ

ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
で
効
果
的
に

電
力
を
活
用
し
な
が
ら
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
性
と
環
境
性
も
達

成
し
、
実
現
す
る
」
と
意
気

込
み
を
語
る
。
東
京
ガ
ス
で

は
同
構
想
で
入
居
開
始
の

年
度
時
点
に
は
エ
ネ
フ
ァ
ー

ム
の
１
台
当
た
り
の
販
売
価

格
が
１
０
０
万
円
を
切
る
製

品
を
発
売
し
た
い
と
意
気
込

み
、
製
品
の
高
効
率
発
電
や

小
型
化
に
向
け
た
改
良
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
東
日
本
大
震
災
後
、
エ
ネ

フ
ァ
ー
ム
は
家
庭
に
設
置
す

る
自
家
発
電
機
と
し
て
大
き

く
注
目
さ
れ
て
い
る
。
分
散

型
電
源
の
代
表
格
だ
が
、
実

際
に
は
系
統
電
力
と
接
続
し

て
い
な
け
れ
ば
作
動
せ
ず
、

あ
く
ま
で
補
助
電
源
と
し
て

の
役
割
に
と
ど
ま
る
。
蓄
電

池
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で

系
統
電
力
か
ら
完
全
に
独
立

し
た
自
立
型
の
実
現
も
可
能

で
は
あ
る
も
の
の
、
ま
だ
研

究
開
発
段
階
に
あ
る
。
Ｐ
Ｅ

Ｆ
Ｃ
に
せ
よ
、
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
に

せ
よ
、
量
産
化
・
低
価
格
化

を
実
現
し
補
助
金
に
頼
ら
な

い
ビ
ジ
ネ
ス
へ
と
脱
皮
す
る

こ
と
が
急
が
れ
る
。

　
国
が
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
の
普

及
促
進
の
た
め
に
つ
け
た
２

０
１
１
年
度
の
補
助
金
予
算

は
総
額

億
円
で
、
約
８
０

０
０
台
分
に
あ
た
る
。
こ
の

補
助
金
の
申
請
受
付
が
７
月

７
日
に
締
め
切
ら
れ
た
。
申

請
開
始
後
、
た
っ
た
３
カ
月

間
で
１
年
分
の
予
算
を
消
化

す
る
ほ
ど
ま
で
に
一
般
家
庭

が
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
に
寄
せ
る

期
待
は
大
き
く
、
需
要
が
旺

盛
だ
と
い
え
る
。

　

年
４
月
に
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
と
東
京
ガ
ス
は
、
発
電
効

率
を
従
来
機
比
３

増
の

％
に
向
上
さ
せ
た
固
体
高
分

子
形
燃
料
電
池

Ｐ
Ｅ
Ｆ

Ｃ

の
新
型
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム

を
共
同
開
発
、
発
売
し
た
。

東
京
ガ
ス
の

年
度
販
売
目

標
台
数
は
５
０
０
０
台
だ

が
、
７
月
初
旬
時
点
で
４
０

０
０
台
を
超
え
た

成
約
ベ

ー
ス

。

　
東
京
ガ
ス
に
よ
る
と
、
既

設
住
宅
向
け
と
新
築
向
け
の

販
売
比
率
は
６
対
４
。
販
売

台
数
が
急
激
に
伸
び
て
い
る

理
由
は
価
格
を
下
げ
た
こ
と

に
あ
る
。
さ
ら
に
「
東
京
ガ

ス
ラ
イ
フ
バ
ル
」
の
名
を
冠

し
て
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
を
手

が
け
る
グ
ル
ー
プ
会
社
に
お

い
て
、
例
え
ば
給
湯
器
取
り

替
え
需
要
を
狙
っ
て
提
案
営

業
す
る
な
ど
、
過
去
２
年
間

に
蓄
積
し
て
き
た
販
売
ノ
ウ

ハ
ウ
が
生
か
さ
れ
て
い
る
。

加
え
て
、
「
一
般
顧
客
の
エ

ネ
フ
ァ
ー
ム
認
知
度
が
上
が

っ
た
こ
と
も
大
き
い
」

岡

村
潔
東
京
ガ
ス
燃
料
電
池
事

業
推
進
部
燃
料
電
池
企
画
グ

ル
ー
プ
兼
技
術
グ
ル
ー
プ
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー

と
い
う
。

　
石
油
元
売
り
最
大
手
の
Ｊ

Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー

Ｊ
Ｘ
エ
ネ
ル
ギ
ー

は

「
４
月
以
降
、
と
く
に
５
月

の
連
休
明
け
か
ら
販
売
が
一

気
に
伸
び
た
。
昨
年
度
比
５

倍
の
伸
び
」

岡
田
滋
敬
Ｊ

Ｘ
エ
ネ
ル
ギ
ー
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
シ
ス
テ
ム
事
業
本
部
シ
ス

テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
ト
推
進

事
業
部
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
括

グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

と
語
る
。

　
同
社
が
掲
げ
る
エ
ネ
フ
ァ

ー
ム
の

年
度
目
標
販
売
台

数
は
１
５
０
０
台
。
７
月
初

旬
時
点
で
１
０

０
０
台
が
成
約

済
み
だ
。
都
市

ガ
ス
機
も
Ｌ
Ｐ

Ｇ
機
も
両
方
と
も
よ
く
売
れ

て
い
る
。
「
節
電
意
識
が
高

ま
り
、
と
く
に
北
関
東
か
ら

首
都
圏
、
中
部
地
方
に
か
け

て
の
東
日
本
で
売
れ
て
い

る
」

同

。
Ｊ
Ｘ
エ
ネ
ル

ギ
ー
子
会
社
の
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ

セ
ル
テ
ッ
ク

群
馬
県
大
泉

町

で
は
現
在
、
増
産
体
制

を
組
み
、
安
定
供
給
に
臨
ん

で
い
る
。

　
Ｊ
Ｘ
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
今
年

月
、
触
媒
技
術
な
ど
こ
れ

ま
で
に
培
っ
て
き
た
技
術
を

導
入
し
た
次
世
代
型
の
固
体

酸
化
形
燃
料
電
池

Ｓ
Ｏ
Ｆ

Ｃ

を
市
場
投
入
す
る
。
肝

と
な
る
セ
ル
材
料
は
京
セ
ラ

か
ら
供
給
を
受
け
、
ダ
イ
ニ

チ
工
業
に
生
産
を
委
託
す

る
。
価
格
は
現
行
機
の
Ｐ
Ｅ

Ｆ
Ｃ
と
同
じ
２
７
０
万
円
に

設
定
し
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
の
特
徴
は
電
気

を
多
く
取
り
出
せ
る
点
だ
。

定
格
発
電
効
率
は
Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ

に
比
べ
、

高
い

％
に

向
上
さ
せ
て
い
る
。
０
―
７

０
０

の
出
力
範
囲
で

時

間
の
連
続
運
転
が
で
き
、
家

庭
で
使
う
電
力
の
約

％
を

賄
え
る
。
ま
た
、
部
品
点
数

を
Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ
よ
り
も
５
割
削

減
し
た
こ
と
で
小
型
化
を
実

現
。
貯
湯
量
に
つ
い
て
も
Ｐ

Ｅ
Ｆ
Ｃ
が
２
０
０

な
の
に

対
し
、

と
少
な
く
し
た

こ
と
で
貯
湯
ユ
ニ
ッ
ト
を
小

型
化
し
て
い
る
。

　
「
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
機

台
、
都
市
ガ
ス
機

台
の

合
計

台
を
一
般
家
庭
に
モ

ニ
タ
ー
的
に
設
置
し
、
製
品

の
最
終
確
認
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
」

南
條
敦
Ｊ
Ｘ
エ

ネ
ル
ギ
ー
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

ス
テ
ム
事
業
本
部
シ
ス
テ
ム

イ
ン
テ
グ
レ
ー
ト
推
進
事
業

部
副
部
長

。
ま
だ
現
時
点

で
は
生
産
台
数
が
１
万
台
を

超
え
る
単
位
で
の
生
産
設
計

と
な
っ
て
い
な
い
。
今
後
、

余
分
な
機
能
を
削
減
す
る
な

ど
し
て
量
産
化
に
向
け
た
さ

ら
な
る
コ
ス
ト
低
減
と
改
善

を
進
め
る
。


